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研究分野：自然言語処理 
科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 
キーワード：法令工学，言語解析，法令文書，整合性 
 
１．研究計画の概要 

今後本格化する電子社会では，社会生
活の基幹部分が電子化され，電子社会情
報システムとして実現される．年金の情
報システムが年金法に基づいて作られ運
用されているように，電子社会情報シス
テムは多数の相互に関連する法令により
規定される．法令が社会を動かすソフト
ウェアであるという立場に立ち，安心安全
な電子社会を目指して，以下の方法論を究
めることを目的に法令工学が2004年に提唱
された． 
▪ 矛盾のない整合性のある法令の作成・
解析・変更を系統的に支援する方法論 

▪ 法施行情報システムを法令構造に基づ
いて系統的に設計・開発する方法論 

▪ 法令，情報倫理，技術標準を情報シス
テムや組織規則に反映させる方法論 
本研究はこのような法令工学の言語

面に関する基本技術を明らかにするこ
とを目的とする．特に，法令文書を対象
に法令構造を分析・モデル化し，分析や
モデルに基づいて法令文書の解析法，法
令文書の整合性検証法，法令文書の可読
性向上法などを明らかにし，法令工学の
発展に資するものである．具体的には，
国民年金法を主な対象に，条項の論理構
造の分析，モデル化，解析法に重点を置
き，これを整合性や可読性の研究に反映
させる． 
 
２．研究の進捗状況 

国民年金法を対象に，法令文書の法令構造
に関する分析とモデル化，条文の構造解析法，
論理表現への変換法とシステム化，法令文書
の整合性検証，法令文書の可読性向上などに

関する研究を進め，それぞれに成果を得た． 
法令文書の法令構造の分析・モデル化に関

しては，条項の言語構造面については，複数
文からなる条項の言語表現と要件効果構造
との対応を分析し，その注釈コーパスを作る
とともに，対応関係が大きく７種類，細かく
は２０種類程度に分類できることを見出し
た．概念面については，国民年金法の第２章
について，法令要素のクラスや関連を UML
の視点で分析し表現した．また，国民年金法
の第３章第１節と第 2節を対象にオントロジ
ーを作成した． 
論理表現への変換法とシステム化に関し

ては，規則ベースと機械学習による方法を研
究した．規則ベースによる方法ついては，先
に提案しシステム化した１文の述語論理表
現変換法の改良を進めるとともに，上記の法
令構造の分析とモデル化に基づき，複数文の
論理構造を解析する方法を明確化し，この部
分のシステム化を行った．機械学習による方
法については，１文の要件効果構造を系列学
習により認識する方法を提案し，実際に高精
度で認識できることを示した．複数文の要件
効果構造についても，２段階の構造認識法を
提案し，要件部や効果部を高い精度で認識で
きることを示した． 
法令文書の整合性検証については，国民年

金法の通則部分について，通則部分を述語論
理式に記述したものを人手で確定節に変換
し，分担者の東条教授のグループが開発した
矛盾検出システムと上記のオントロジーを
適用して，矛盾のないことを検証した． 

法令文書の可読性向上については，条項の
要件効果構造の可読性を高めるための規則
を作り，年金基金を除く国民年金法の条項の
構造的書き換えを行い，被験者実験により書
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き換えの有効性を確かめた． 
 

３．現在までの達成度 
① 当初の計画以上に進展している． 
（理由） 

法令構造に関する分析とモデル化につい
ては，論理構造面については予定を超える進
展があった．概念面については，対象範囲は
少ないが意味のある成果が得られた．論理表
現への変換法とシステム化については，法令
構造に関する分析とモデル化の進展により，
条項の要件効果構造の認識面について予定
を超える進展があった．法令文書の整合性検
証は，予備的であるが，国民年金法の一部を
検証することができた．法令文書の可読性向
上については，構造的書き換え規則と国民年
金法の書き換えという予定を超える成果を
得た． 
 
４．今後の研究の推進方策 

法令工学の発展に資するために，国民年金
法を主な対象に，条項の法令構造の分析，モ
デル化，論理表現への変換法の研究，システ
ム化を行うとともに，それらに基づいて法令
文書の整合性検証，可読性向上に関する研究
を行った． 

今後も国民年金法などの注釈コーパスの
拡張，法令構造の分析とモデル化を進めると
ともに，要件効果構造を捉える規則の一般化，
格構造辞書の整備などによる格解析精度の
向上，並列名詞句の解析精度の向上を行い，
これらをシステムに導入して，国民年金法の
条項の論理構造の解析に適用し評価する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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